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記載上の注意
１．参加表明書提出日現在の状況を記載すること。
２．保有する資格や雇用関係を確認するため、登録証や健康保険被保険者証等の証明するものの写しを添付すること。
３．⑥欄には、平成27年４月１日以降に、国又は地方公共団体発注の次の業務において、管理技術者、照査技術者又は担当技術者として従事し完了した実績について記載すること。
⑴　熱回収施設（施設規模100ｔ/日以上、発電設備を有するもの。以下同じ。）に係る都道府県（政令市を含む。）環境影響評価条例に基づく環境影響評価の方法書手続から評価書手続までの一連の業務
⑵　熱回収施設に係る基本設計策定業務
４．各業務で５件を上限とすること。
５．元請として契約し、本プロポーザルの募集の公告日までに完了した業務であること。
６．環境影響評価の実績について、方法書手続から評価書手続までの一連の業務を分割して契約している場合は、それぞれの契約をあわせて１件の実績とみなす。
７．基本設計策定業務は、仕様書の第３章に定める業務と同種の業務を完了した実績を１件の業務実績とする。
８．記載した業務について、履行が確認できる書類として完了ＴＥＣＲＩＳ登録の写しを添付すること（様式３「業務実績調書」と重複する場合は、添付を省略することができる。）。
９．⑥欄が不足する場合は、適宜行を追加すること。
